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3月定例議会 3月定例議会 3月定例議会 
20年度予算決定 
 　　66億9,400万円 
 教育環境整備を重点に 

20年度予算決定 
 　　66億9,400万円 
 教育環境整備を重点に 

三
月
定
例
会
は
、
三
月
十
日
に
招
集

さ
れ
三
月
二
十
六
日
ま
で
の
十
七
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
予
算
関
係
と
し
て
二

十
年
度
一
般
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

病
院
事
業
会
計
、
各
事
業
特
別
会
計
当

初
予
算
、
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
条
例
と
し
て
、
教
育
の
日
条
例
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
、
上

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
、

町
営
バ
ス
の
管
理
及
び
運
行
に
関
す
る

条
例
、
が
ん
ば
れ
ふ
る
さ
と
寄
付
条
例

等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
年
度
町
の
財
政
見
通
を
①
地
方

交
付
税
の
安
定
確
保
は
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
②
景
気
の
低
迷
、
団
塊
世
代
の

退
職
等
で
歳
入
が
伸
び
悩
む
③
社
会
保

障
費
、
公
債
費
負
担
等
の
義
務
的
な
歳

出
の
増
大
④
歳
入
・
歳
出
の
差
を
基
金

で
賄
う
財
政
構
造
が
続
く
と
し
て
、
予

算
の
基
本
方
針
を
①
事
業
の
選
択
と
集

中
②
歳
出
削
減
に
よ
る
収
支
の
均
衡
③

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
④
補
助
金
等

の
見
直
し
が
重
点
課
題
と
し
て
上
ら
れ
、

そ
の
結
果
予
算
の
規
模
は
六
十
六
億
九

千
四
百
万
円
と
昨
年
に
比
べ
八
億
四
千

百
四
十
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
地
域
住
民
の
連

携
強
化
及
び
地
域
振
興
に
資
す
た
め
地

域
振
興
基
金
に
八
億
百
五
十
六
万
七
千

円
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
、

寄
付
金
を
通
じ
て
の
参
加
型
ま
ち
づ
く

り
「
さ
く
ら
基
金
」
と
し
て
百
万
円
。

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
、
み
ん
な
の
体
操
会

に
百
十
二
万
三
千
円
。
地
域
振
興
協
議

会
の
会
長
及
び
副
長
会
報
酬
に
千
七
十

七
万
八
千
円
。
地
域
振
興
交
付
金
事
業

に
千
二
百
十
七
万
二
千
円
。
小
規
模
作

業
所
運
営
補
助
に
九
百
六
十
万
五
千
円
。

介
護
保
険
対
策
事
業
に
一
億
七
千
八
百

九
十
二
万
六
千
円
。
子
育
て
ひ
ろ
ば
事

業
に
五
百
八
十
五
万
四
千
円
。
小
学
校

か
ら
中
学
校
終
了
ま
で
医
療
費
助
成
す

る
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
に
四

百
三
十
万
円
。
農
地
・
水
・
農
村
環
境

保
全
向
上
活
動
支
援
事
業
に
三
百
五
十

八
万
六
千
円
。
認
定
農
業
者
等
担
い
手

が
行
う
事
業
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
支
援
事
業
に
千
四
百
六
十
八
万
七

千
円
。
松
く
い
虫
等
防
除
事
業
に
九
百

十
五
万
二
千
円
。
町
道
の
改
良
・
補
修

を
振
興
区
を
通
じ
受
益
者
が
行
う
ジ
ゲ

の
道
づ
く
り
事
業
に
六
百
十
万
円
。
町

営
住
宅
建
設
改
良
事
業
に
九
千
三
百
八

万
円
。（
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備

は
今
後
十
億
円
程
度
の
財
源
が
必
要
で

あ
り
）
教
育
費
と
し
て
、
西
伯
小
体
育

館
改
修
事
業
千
八
百
八
十
万
千
円
。
会

見
小
耐
震
補
強
事
業
一
億
八
百
三
十
六

万
二
千
円
。
会
見
小
体
育
館
耐
震
補
強

計
画
策
定
事
業
三
百
万
円
。
会
見
小
プ

ー
ル
改
修
事
業
三
百
五
十
五
万
五
千
円
。

南
部
中
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
二
百

十
万
円
。
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
さ
く

ら
ん
ぼ
）
事
業
三
百
三
十
七
万
二
千
円
。

図
書
館
管
理
費
千
三
百
五
十
四
万
九
千

円
等
が
主
な
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

町
政
に
対
し
て
の
一
般
質
問
は
十
名

の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
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定例会報告●

■歳　入（一般会計） （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

区　　　　分

町　税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
町　債

（臨時財政対策債）
（臨時財政対策債除く）
合　　　　計

（再謁）（地方交付税＋臨時財政対策債）

936,451
89,809
6,835
4,528
2,462
92,758
6,123
33,361
16,798

2,920,000
1,631

155,885
35,232
186,569
398,809
44,327
1,001

386,000
15,000
142,721
1,217,700
219,600
998,100

940,333
90,223
5,867
3,340
3,453
96,003
6,809
36,226
9,557

2,742,000
1,631

144,184
34,315
214,312
348,696
68,641

2
440,384
10,000
132,824
523,800
233,800
290,000

△3,882
△414
968
1,188
△991
△3,245
△686
△2,865
7,241

178,000
0

11,701
917

△27,743
50,113
△24,314

999
△54,384
5,000
9,897

693,900
△14,200
708,100

平成20年度予算額 平成19年度予算額 差引増減額 比　較
当初予算額
（Ｂ）

当初予算額
（Ａ） （Ａ）－（Ｂ）構成比

（％）
構成比
（％）

（Ａ）
（Ｂ）

6,694,000 100.0 5,852,600 100.0 841,400 114.4
2,975,800 50.8 163,800 105.53,139,600 46.9

14.0
1.3
0.1
0.1
0.0
1.4
0.1
0.5
0.3
43.6
0.0
2.3
0.5
2.8
6.0
0.7
0.0
5.8
0.2
2.1
18.2
3.3
14.9

16.1
1.5
0.1
0.1
0.1
1.6
0.1
0.6
0.2
46.8
0.0
2.5
0.6
3.7
5.9
1.2
0.0
7.5
0.2
2.3
8.9
4.0
4.9

99.6
99.5
116.5
135.6
71.3
96.6
89.9
92.1
175.8
106.5
100.0
108.1
102.7
87.1
114.4
64.6

50,050.0
87.7
150.0
107.5
232.5
93.9
344.2

町　税 
14.0％ 

総務費  29.9％ 

民生費  20.9％ 公債費 17.4％ 

衛生費 7.9％ 

教育費 8.8％ 

土木費 
5.9％ 農　　林 

水産業費 
      6.9％ 

地方交付税  43.6％ 

分担金及び負担金 02.3％ 
諸収入 02.1％ 

財産収入  00.7％ 
使用料及び手数料  00.5％ 

繰越金  00.2％ 
寄附金  00.0％ 

地方消費税交付金　　　   1.4％ 
地方譲与税　　　　　　   1.3％ 
自動車取得税交付金　　   0.5％ 
地方特例交付金　　　　   0.3％ 
利子割交付金 　　　　　  0.1％ 
配当割交付金　　　　　   0.1％ 
株式譲渡所得交付金　　   0.0％ 
ゴルフ利用税交付金　　   0.1％ 
交通安全対策特別交付金   0.0％ 

消防費 00.5％ 
商工費 00.4％ 
予備費 00.2％ 

災害復旧費0 0.0％ 
諸支出金 00.0％ 

議会費  01.2％ 

繰入金 
5.8％ 

町　債 
18.2％ 

国庫支出金  2.8％ 

県支出金 
  6.0％ 

歳　入 

歳　出 
（目的別） 

自 主 
財 
源 
25.6％ 

依 

存 

財 
源 
74.4％ 

■歳　出（目的別）

区　　　　分

議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

合　　　　計

80,855
2,003,646
1,396,426
531,732
460,806
27,088
392,891
33,040
591,259

10
1,161,204

1
15,042

82,879
1,321,207
1,237,949
630,483
479,649
24,679
354,388
32,358
526,794
4,921

1,131,257
1

26,035
5,852,600

△2,024
682,439
158,477
△98,751
△18,843
2,409
38,503
682

64,465
△4,911
29,947

0
△10,993
841,400

平成20年度予算額 平成19年度予算額 差引増減額 比　較
当初予算額
（Ｂ）

当初予算額
（Ａ） （Ａ）－（Ｂ）構成比

（％）
構成比
（％）

（Ａ）
（Ｂ）

6,694,000

1.2
29.9
20.9
7.9
6.9
0.4
5.9
0.5
8.8
0.0
17.4
0.0
0.2

100.0

1.4
22.6
21.2
10.8
8.2
0.4
6.1
0.5
9.0
0.1
19.3
0.0
0.4

100.0

97.6
151.7
112.8
84.3
96.1
109.8
110.9
102.1
112.2
0.2

102.6
100.0
57.8
114.4

総務費職員人件費
退職手当組合負担金
CATV施設管理
公共施設整備基金
緑水園管理運営基金
地域振興基金
西部広域負担金
地方バス対策
福里未分譲地（債務負担）
中山間地域活性化交付金
地域振興区支援
コミュニティバス運行
固定資産税評価替宅地鑑定評価
県議会議員選挙
参議院議員選挙
町長・町議会議員選挙費
民生費職員人件費
臨時特例基金特別対策事業
南部箕蚊広域連合負担金
桜花塾解体撤去工事
保育園臨時保育士等賃金
保育園臨時保育士等報酬
後期高齢者医療関係経費
衛生費職員人件費
老人保健会計繰出

健康増進・各種検診
老人保健事業各種検診
病院補助金
水道事業会計補助金
農林水産業費職員人件費
集落排水会計繰出
チャレンジプラン支援
土木費職員人件費
賀祥今長線改良
入蔵線改良
天万寺内線改良
道路台帳整備
大池線改良
倭小西線改良
じげの道づくり事業
町営住宅管理（施設工事）
公共下水事業会計繰出
教育費職員人件費
会小後校舎耐震補強等事業
会小体育館耐震補強事業
西伯小コンピュータ整備事業
西伯体育館改修
西伯小校舎屋根工事
地方債元金
地方債利子

総
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
費

民
　

生

費

衛
生
費

衛
生
費

土
　
　
　
木
　
　
　
費

教
　
育
　
費

公
債
費

農
　
　
林

水
産
業
費

21,661（365,731→345,222）
05,932（139,475→145,407）

00△6,300（40,877→34,577）
05,862（221→5,862）

0△22,000（22,000→0）
701,317（100,250→801,567）
0△14,251（363,301→349,050）
09,936（9,592→19,528）
53,647（53,647→0）

00△5,452（5,452→0）
20,772（1,400→22,172）
05,200（18,300→23,500）

00△5,140（5,140→0）
00△7,059（7,059→0）
0△11,859（11,859→0）
08,110（0→8,110）

0△20,763（347,043→367,806）
05,650（0→5,650）
05,108（173,738→178,846）
05,767（0→5,767）

0△40,191（68,895→28,704）
58,774（0→58,774）
163,245（9,791→173,036）
00△2,018（35,107→37,125）
△123,042（134,642→11,600）

21,624（0→21,624）
0△33,707（33,707→0）
25,000（238,388→263,388）
18,180（0→18,180）
01,426（94,226→92,800）

0△40,277（167,001→126,724）
12,101（2,586→14,687）

0△07,579（49,726→57,305）
02,602（32,002→34,604）
23,552（7,450→31,002）
16,385（9,618→26,003）

0△10,469（10,469→0）
23,604（0→23,604）

0△37,000（37,000→0）
06,100（0→6,100）

0△53,733（146,813→93,080）
77,824（3,571→81,395）

0△07,541（152,356→159,897）
102,246（6,116→108,362）
03,000（0→3,000）

0△05,523（6,613→1,090）
18,801（0→18,801）

0△50,959（50,959→0）
37,121（979,369→1,016,490）
09,074（151,863→142,789）

【増減の主なもの】
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昭
和
二
十
一
年
か

ら
昭
和
二
十
五
年
の

団
塊
世
代
が
定
年
退
職
の
時

代
に
な
っ
た
。
生
活
リ
ズ
ム

の
変
化
に
よ
る
体
調
不
良
な

ど
の
今
後
の
体
力
保
持
等
や
、

生
き
が
い
対
策
等
も
大
事
だ

と
思
う
。
ま
た
、
知
識
豊
富

な
方
々
を
生
か
す
と
こ
ろ
、

活
用
す
る
場
所
、
そ
し
て
こ

れ
ら
の
人
が
伸
び
々
々
と
暮

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
、
こ
れ

は
我
が
町
の
大
き
な
財
産
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
の
町
の
施
策
、

戦
力
で
あ
る
人
材
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
問

う
。

団
塊
の
世
代
は
い

ろ
ん
な
幅
で
語
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
昭
和
二
十
二

年
か
ら
二
十
六
年
と
い
う
ぐ

あ
い
に
区
切
っ
て
み
る
と
、

町
内
に
約
千
百
五
十
人
お
ら

れ
ま
す
。
知
識
や
技
能
を
持

っ
た
方
々
が
地
域
で
活
躍
し

て
い
た
だ
く
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

体
力
保
持
に
つ
い
て
は
平

平
成
二
十
年
四
月

か
ら
、
南
部
町
・
伯

耆
町
清
掃
管
理
組
合
へ
の
ゴ

ミ
の
個
人
持
込
が
有
料
に
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
通
常
収
集

に
出
す
と
き
の
布
団
、
剪
定

木
、
木
く
ず
な
ど
も
指
定
の

袋
に
入
れ
る
か
、
袋
に
入
ら

な
い
場
合
は
指
定
の
袋
を
つ

け
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
、
町
は
燃

え
る
ゴ
ミ
五
％
減
量
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
実
施
予
定

は
何
時
か
ら
か
、
取
り
組
み

方
法
は
、
自
家
処
理
方
法
の

困
難
な
地
域
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

平
成
九
年
度
か
ら

分
別
収
集
を
開
始
し

て
い
ま
す
が
平
成
十
八
年
度

で
は
二
倍
以
上
に
増
え
て
い

ま
す
。
平
成
十
九
年
度
か
ら

は
、
地
域
振
興
区
単
位
で
収

集
し
、
ゴ
ミ
の
重
量
を
測
定

し
て
い
ま
す
が
昨
年
度
に
比

べ
て
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

減
量
五
％
取
り
組
み
方
法

は
燃
え
る
ゴ
ミ
を
地
域
振
興

区
単
位
で

収
集
し
て

い
ま
す
の

で
、
各
地

域
振
興
協

議
会
で
取

り
組
ん
で

い
た
だ
く

こ
と
を
考

え
て
い
ま

す
。
実
施

時
期
は
地

域
振
興
協

議
会
と
協

議
を
し
て

ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

又
、
目
標
達
成
振
興
協
議
会

へ
の
活
動
費
の
助
成
制
度
な

ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
生

ゴ
ミ
処
理
対
策
と
し
て
、
自

家
処
理
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、

徹
底
し
た
水
切
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
生
ゴ
ミ
処
理
機
購

入
の
補
助
制
度
の
利
用
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
燃
え
る
ゴ
ミ
五
％
の
減

量
は
、
紙
類
の
徹
底
的
な
分

別
と
生
ゴ
ミ
の
少
量
の
削
減

で
十
分
ク
リ
ア
で
き
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
地
域
振
興
協

議
会
そ
れ
ぞ
れ
減
量
の
ア
イ

デ
ア
を
だ
し
て
い
た
だ
き
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
子
育
て
支
援

成
二
十
年
度
か
ら
始
ま
る
四

十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
を

対
象
に
特
定
健
診
、
特
定
保

健
指
導
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

又
、
胃
、
大
腸
、
子
宮
、
乳
、

甲
状
腺
、
肺
が
ん
検
診
と
特

定
健
診
を
同
時
に
実
施
す
る

セ
ッ
ト
検
診
も
行
い
ま
す
。

生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
働
く

こ
と
と
の
回
答
が
一
番
多
く
、

楽
し
み
は
野
菜
づ
く
り
や
花

を
育
て
る
こ
と
と
あ
り
ま
し

た
。
町
で
は
農
業
の
後
継
者

が
不
足
し
て
い
る
中
、
団
塊

の
世
代
の
方
を
農
業
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
育
成
を
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
以
前
か
ら
定

年
期
の
営
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
担

い
手
の
育
成
確
保
に
努
め
る

と
共
に
健
康
づ
く
り
や
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
て
団
塊

の
世
代
の
活
躍
に
向
け
た
支

援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
教
育
問
題

健
康
管
理
と
人
材
活
用
は

特
定
検
診
を
活
用
し
地
域
活
性
化
に
力
添
え
を

町
長

団
塊
世
代
対
策

細
田
元
教
議
員

燃
え
る
ゴ
ミ
減
量
五
％
目
標
の
取
り
組
み
は

紙
類
の
徹
底
的
な
分
別
を

町
長

ゴ
ミ
の
減
量
化

杉
谷
早
苗
議
員

一般質問ダイジェスト 一般質問ダイジェスト 

法勝寺庁舎屋上より

南部町・伯耆町清掃管理組合
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一般質問●

ふ
る
さ
と
再
生
寄

付
制
度
と
、
そ
れ
に

伴
う
寄
付
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
の
制
度
は

各
自
治
体
が
、
自
然
保
護
、

高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
教
育

文
化
の
振
興
等
、
複
数
の
施

策
、
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
示

し
、
寄
付
を
す
る
人
が
施
策

を
選
ん
で
寄
付
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

自
治
体
は
受
け
皿
と
な
る

基
金
を
つ
く
っ
て
積
み
立
て
、

必
要
額
に
達
し
た
ら
事
業
化

す
る
制
度
、
二
〇
〇
四
年
の

長
野
県
泰
阜
村
、
北
海
道
の

ニ
セ
コ
町
を
皮
切
り
に
、
二

〇
〇
八
年
二
月
ま
で
全
国
で

三
十
二
市
町
村
が
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。

今
議
会
に
「
が
ん
ば
れ
ふ

る
さ
と
寄
付
条
例
」
と
し
て

条
例
が
提
案
さ
れ
た
。
現
時

点
で
県
内
で
は
県
を
含
め
十

三
市
町
村
が
検
討
中
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。

地
方
か
ら
都
市
へ
の
情
報

発
信
、
都
市
か
ら
の
思
い
や

り
を
地
方
は
受
信
す
る
。
地

方
と
都
市
の
共
生
の
た
め
成

果
を
上
げ
た
い
事
業
だ
が
、

視
点
を
ど
こ
に
求
め
る
か
で

そ
の
評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

条
例
制
定
に
当
り
考
え
方

を
、
又
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
の

か
説
明
を
求
め
る
。

出
身
地
や
居
住
し

た
こ
と
の
あ
る
地
域

の
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
こ

と
で
貢
献
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
税
制
上
の
仕
組
を
ふ

る
さ
と
納
税
と
言
い
ま
す
。

十
九
年
五
月
、
菅
総
務
大
臣

の
問
題
提
起
に
よ
り
大
き
な

関
心
を
呼
び
、
地
方
税
法
の

一
部
改
正
す
る
法
案
と
し
て

今
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
ま

す
。制

度
の
内
容
は
、
地
方
公

共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
の

う
ち
、
適
用
下
限
額
五
〇
〇

〇
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
一
定
の
限
度
ま
で
所
得
税

と
住
民
税
に
よ
っ
て
全
額
控

除
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
寄
付
金
の
十
％
程
度
の

減
税
効
果
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
改
正
で
寄

付
が
急
増
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

今
議
会
に
「
が
ん
ば
れ
ふ

る
さ
と
寄
付
条
例
」
を
上
程

し
体
制
を
整
備
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組

は
、
皆
様
に
制
度
を
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
又
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ん
ぶ
、
Ｓ

Ａ
Ｎ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
広
報

活
動
や
、
県
人
会
、
町
人
会

等
で
の
交
流
を
通
じ
て
の
広

報
活
動
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
寄
付
の
検
討
を

考
え
て
い
ま
す
。

寄
付
と
い
う
仕
組
を
借
り

て
納
税
地
が
選
べ
る
画
期
的

な
制
度
で
あ
り
ま
す
。
町
で

は
事
業
を
寄
付
者
に
選
ん
で

い
た
だ
く
方
法
を
提
案
し
ま

し
た
の
で
施
策
を
積
極
的
に

実
施
し
充
実
し
た
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
教
育
施
設
の
整
備

○
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

鳥
取
県
の
人
口
も

六
十
万
人
を
割
り
込

み
、
南
部
町
で
も
今
年
度
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
が
六
十
人

と
少
な
く
、
先
日
の
中
学
校

の
卒
業
生
が
両
中
学
合
せ
て

百
六
名
、
二
年
生
は
八
十
九

名
、
一
年
生
は
百
三
十
三
名

で
し
た
。
ま
た
十
八
年
度
死

亡
の
方
は
百
四
十
七
名
に
も

及
ん
で
お
り
ま
す
。
人
口
対

策
に
つ
い
て
は
、
町
外
か
ら

来
ら
れ
家
を
建
て
ら
れ
た
方

に
は
固
定
資
産
税
の
還
付
が

さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
外
向

き
の
事
業
は
行
わ
れ
て
い
る

が
、
内
向
き
の
事
業
の
方
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
ま
た
鳥
取
県
で
も
三

世
代
住
宅
取
得
を
優
遇
す
る

特
別
税
措
置
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
当
町
で
は
取
り

組
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か

を
伺
い
た
い
。

合
併
前
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
町
で
若
者
定

住
対
策
と
し
て
働
く
場
所
の

確
保
の
た
め
に
企
業
誘
致
を

進
め
、
あ
わ
せ
て
福
祉
施
設

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
雇
用

を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
新
し
く
住
宅
団
地
を

造
成
し
、
転
入
し
て
こ
ら
れ

る
方
に
保
育
園
の
受
入
れ
体

制
も
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
若

い
世
代
の
定
住
に
努
め
て
き

ま
し
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、

人
口
減
少
が
他
町
と
比
較
し

て
南
部
町
は
わ
ず
か
な
減
少

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
自

信
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
企
業
誘
致
な
ど
に
よ

り
働
く
場
所
を
確
保
し
、
福

祉
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
福

祉
の
町
南
部
町
を
今
ま
で
以

上
に
前
面
に
出
し
、
皆
様
か

ら
暮
ら
し
や
す
い
町
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
町
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
層
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
の
三
世
代
施
策
に
つ
い

て
は
ま
だ
は
っ
き
り
承
知
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
非
常
に

い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
な
ど
か
ら
推
察
い
た
し

ま
す
に
、
若
い
人
は
ど
う
も

同
居
を
望
ま
れ
な
い
よ
う
で

す
。
同
じ
宅
地
内
に
別
棟
を

建
て
暮
ら
す
よ
う
な
こ
と
は

あ
る
よ
う
で
す
が
、
案
外
同

居
し
た
が
ら
な
い
。
理
由
を

尋
ね
て
み
ま
す
と
、
子
供
に

悪
い
く
せ
が
つ
く
な
ど
と
、

堂
々
と
回
答
を
寄
せ
ら
れ
る

若
い
夫
婦
も
あ
る
訳
で
す
。

三
世
代
同
居
の
よ
さ
は
、
十

分
承
知
し
て
い
ま
す
が
最
近

の
若
い
世
代
に
は
な
か
な
か

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
実
態
か

ら
、
困
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
企
業
誘
致

三
世
代
住
宅
優
遇
措
置
は

若
い
世
代
に
は
、な
か
な
か
受
入
れ
ら
れ
な
い
町
長

少
子
化
対
策

宇
田
川
弘
議
員

ど
の
よ
う
な
方
法
で
Ｐ
Ｒ
を
す
る
の
か

Ｓ
Ａ
Ｎ
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で
の
広
報
を

町
長

ふ
る
さ
と
納
税

秦
伊
知
郎
議
員

土手の桜

大国田園スクエア
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枯
れ
が
進
ん
で
き
た
土
手
の
桜

新
た
な
植
栽
・
定
期
的
な
維
持
管
理
で

町
長

法
勝
寺
公
園
の
桜
土
手
青
砥
日
出
夫
議
員

暴
言
の
謝
罪
を
求
め
る

謝
罪
の
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

町
長

政
治
倫
理

亀
尾
共
三
議
員

南
部
町
の
町
花
で

も
あ
る
法
勝
寺
土
手

の
桜
並
木
は
、
今
年
で
六
十

年
近
く
に
な
り
、
木
の
傷
み

も
激
し
く
年
々
枯
れ
枝
も
ふ

え
て
き
ま
し
た
。
天
狗
巣
病

も
老
化
と
と
も
に
増
化
し
限

界
に
近
づ
い
た
巨
木
の
延
命

は
、
な
か
な
か
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
日
迄
の
町
の
発
展
や
、
私

達
の
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ

た
土
手
の
桜
並
木
が
枯
れ
て

い
く
の
は
、
非
常
に
寂
し
い

思
い
が
す
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
今
後
少

し
ず
つ
で
も
入
れ
替
え
を
し

昨
年
十
二
月
議
会

会
期
中
に
、
議
員
の

質
問
に
つ
い
て
、町
長
は「
あ

ん
た
ら
の
質
問
に
は
悪
意
が

あ
る
、
恣
意
的
だ
」
な
ど
と
、

住
民
の
声
を
届
け
る
議
員
の

質
問
を
ゆ
が
め
た
り
、
話
合

い
の
中
で
議
員
に
対
し
て「
ま

だ
解
ら
な
い
の
か
手
が
出
る

ぞ
」
と
発
言
し
た
こ
と
は
重

大
な
問
題
で
あ
る
。

今
日
、
自
治
体
の
首
長
、

議
会
に
席
を
置
く
者
は
政
治

倫
理
を
持
ち
、
正
し
い
姿
勢

で
政
治
に
臨
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
地
方
公
共
団

体
の
首
長
は
、
住
民
の
健
康

福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
公
平
、
公
正
な
政

治
を
す
る
こ
と
が
特
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
公
平
、
公
正

と
は
住
民
の
要
求
や
意
見
に

つ
い
て
首
長
と
意
見
を
異
に

す
る
者
の
声
を
真
摯
な
気
持

ち
で
聞
く
こ
と
、
こ
れ
が
民

主
主
義
社
会
の
自
治
体
運
営

の
基
本
で
あ
り
、
住
民
も
強

く
望
ん
で
い
る
。
町
長
、
議

員
の
横
暴
は
決
し
て
容
認
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
町
長

は
暴
言
の
非
を
認
め
、
謝
罪

を
求
め
る
。昨

年
の
十
二
月
議

会
の
一
般
質
問
で
、

九
月
議
会
に
西
伯
給
食
セ
ン

タ
ー
の
業
務
委
託
の
契
約
は

偽
装
の
疑
い
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。本

会
議
の
終
了
後
議
長
に

ル
ー
ル
違
反
と
本
会
議
で
の

発
言
の
申
し
入
れ
を
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
私
が
通
り

か
か
り
、
話
し
に
加
わ
る
よ

う
に
言
わ
れ
同
席
を
し
ま
し

た
。
激
し
い
議
論
の
中
で
こ

の
ま
ま
い
け
ば
手
が
出
し
た

く
な
る
よ
う
な
事
態
に
な
る

と
思
っ
て
、
思
わ
ず
発
し
た

言
葉
と
お
も
い
ま
す
。

謝
罪
に
つ
い
て
は
町
長
室

で
抗
議
文
を
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

特
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
と
い

う
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
う
い
う
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

○
給
食
セ
ン
タ
ー

○
農
業
問
題

て
い
か
な
け
れ
ば
、
通
学
路

で
も
あ
り
大
変
な
事
態
も
起

き
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
通

学
路
に
張
り
出
し
た
枝
が
枯

れ
、
通
学
路
に
落
下
す
る
事

実
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
教
育
委
員
会
・
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
町
全
体
で

桜
を
守
り
安
全
確
保
に
努
め

る
よ
う
な
対
策
を
し
な
け
れ

ば
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
の
花
で
あ
る
桜

は
、
町
民
を
始
め
多

く
の
人
に
愛
さ
れ
、
毎
年
春

に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て

た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
桜
は
先
輩
方

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
っ
て
今
日
ま

で
守
ら
れ
た
町
の

貴
重
な
財
産
で
す
。

先
人
の
思
い
を
次

世
代
に
継
承
し
て

い
く
為
、
町
と
し

て
は
花
回
廊
か
ら

緑
水
湖
ま
で
の
道

路
沿
に
新
た
な
桜

の
植
栽
を
行
っ
た

り
、
今
の
桜
の
維
持
管
理
を

行
い
、
南
部
町
内
が
美
く
し

い
桜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
、
魅
力
的
な
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
美
し
い
花
が

終
わ
っ
て
か
ら
は
、
毛
虫
が

発
生
し
て
道
路
に
落
ち
る
こ

と
や
枯
れ
枝
が
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
、
町
と
し
て
毛
虫
の

防
除
や
枯
れ
枝
の
撤
去
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
町
内
が
桜
の
花
で
満

ち
あ
ふ
れ
、
毎
年
立
派
な
花

を
咲
か
せ
る
た
め
に
、
新
た

な
植
栽
と
、
継
続
し
て
定
期

的
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
期

定
例
会
で
提
案
し
て
い
ま
す

南
部
町
が
ん
ば
れ
ふ
る
さ
と

寄
付
条
例
の
中
に
も
あ
り
ま

す
。
桜
並
木
の
保
全
と
桜
を

通
じ
た
町
づ
く
り
事
業
の
活

用
に
よ
り
、
今
後
も
積
極
的

に
桜
の
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
施
政
方
針

○
合
併
浄
化
槽

枯れた土手の桜

報道された新聞記事
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行
政
改
革
と
人
権
行
政

公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
よ
う
入
札
参
加
企
業
を
増
や
す
改
善
を

効
率
的
な
人
権
行
政
を
推
進

町
長

落
札
価
格
は
安
い
だ
け
が
い
い
と
は
言
え
な
い

町
長

人
権
問
題

石
上
良
夫
議
員

入
札
制
度

植
田
　
均
議
員

地
方
分
権
、
指
定

管
理
者
制
度
導
入
、

地
域
振
興
協
議
会
設
置
に
よ

る
改
革
の
な
か
で
、
人
権
問

題
の
解
決
は
国
及
び
地
方
自

治
体
の
責
務
で
あ
り
、
行
政
、

町
民
一
体
と
な
り
問
題
解
決

に
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
更
に
他
市
町
村
よ
り

一
歩
も
二
歩
も
進
ん
だ
人
権

行
政
を
推
進
す
る
事
が
重
要

で
あ
る
。
人
権
侵
害
救
済
は

平
成
十
五
年
九
月
か
ら
一
年

以
上
の
長
期
間
検
討
さ
れ
、

平
成
十
七
年
十
月
に
県
議
会

本
会
議
に
お
い
て
成
立
後
、

法
曹
会
を
中
心
に
慎
重
な
意

見
が
だ
さ
れ
現
在
施
行
停
止

中
で
あ
る
。
人
権
侵
害
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
な
く

す
た
め
、
県
民
に
正
し
く
理

解
さ
れ
る
内
容
で
改
正
さ
れ

早
期
に
執
行
す
べ
き
と
思
う

が
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
り
町
長
の
所
信
を
伺
う
。

人
権
は
町
民
一
人

一
人
が
自
分
自
身
の

問
題
と
意
識
し
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

十
九
年
の
実
績
で
、

町
に
指
名
願
い
を
提

出
し
て
い
る
企
業
は
九
六
〇

社
。
町
が
指
名
し
入
札
に
参

加
し
て
い
る
企
業
は
一
三
五

社
。
そ
の
内
、
地
元
企
業
は

九
社
と
い
う
現
状
だ
。
ま
た
、

二
五
〇
万
円
以
上
の
契
約
の

落
札
率
は
平
均
で
九
十
四
・

七
％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

地
元
企
業
の
育
成
、
雇
用
の

確
保
な
ど
を
理
由
に
入
札
の

ほ
と
ん
ど
を
指
名
競
争
に
す

る
合
理
性
は
な
い
と
考
え
る
。

全
国
知
事
会
が
発
表
し
て
い

る
指
針
で
は
「
地
域
産
業
の

育
成
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
競

争
性
の
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
一
般
競
争
入
札
の
参

加
条
件
と
し
て
の
地
域
要
件

を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
業
者
数
を
考
慮
し
つ

つ
、
公
正
な
競
争
が
確
保
で

き
る
よ
う
応
札
可
能
者
は
二

十
か
ら
三
十
社
以
上
を
原
則

と
す
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う

な
地
域
要
件
に
つ
い
て
は
応

札
可
能
者
が
さ
ら
に
増
加
す

る
よ
う
、
い
っ
そ
う
の
緩
和

を
図
る
必
要
が
あ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。

南
部
町
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う

な
改
善
が
必
要

と
考
え
る
が
見

解
は
ど
う
か
。

公
共

調
達
に

つ
い
て
、
透
明

性
を
高
め
て
い

く
と
い
う
方
向

に
つ
い
て
は
同

感
で
す
。
た
だ
、

町
内
企
業
は
納

税
も
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
仕
事

を
通
じ
て
町
に
貢
献
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
従
業
員
の
方

も
同
様
で
、
一
定
程
度
町
内

企
業
は
配
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
落
札
価
格
は
適
正
な

単
価
設
定
、
価
格
設
定
が
技

術
力
の
蓄
積
だ
と
か
社
会
貢

献
な
ど
、
利
益
が
な
い
と
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

安
い
だ
け
が
い
い
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
安
け
れ
ば
手
抜
き
工
事

と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
工
種
に
よ
っ
て

も
違
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も

の
を
押
し
な
べ
て
、
い
く
ら

が
適
正
か
と
な
か
な
か
言
え

な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

○
事
業
実
施
の
優
先
度
の
あ

り
方

ま
す
。
行
政
改
革
に
お
い
て

地
方
分
権
や
規
制
緩
和
な
ど

の
進
展
に
よ
り
、
自
治
体
み

ず
か
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ

り
行
政
運
営
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
多
様
な
町
民
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
こ
た
え
、
簡

素
で
効
率
的
な
体
制
整
備
と

地
域
特
性
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
設
立
し
た
地
域

振
興
協
議
会
に
お
い
て
、
人

権
学
習
、
人
権
啓
発
の
部
署

も
設
け
役
場
担
当
課
と
よ
り

充
実
し
た
情
報
の
や
り
と
り
、

事
業
協
力
等
、

連
絡
を
密
に
し

効
率
的
な
人
権

行
政
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

人
権
侵
害
救
済

条
例
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
七

年
十
月
成
立
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
り
二
月

県
議
会
に
お
い

て
条
例
等
の
停

止
が
決
ま
り
其

後
条
例
見
直
し

検
討
委
員
会
を
設
け
十
八
回

の
検
討
会
後
内
容
の
大
幅
な

改
正
を
必
要
と
す
る
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

の
条
例
は
新
た
な
人
権
侵
害

発
生
の
危
惧
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
鳥
取
県
の
人

権
条
例
は
他
県
に
先
駆
け
て

成
立
さ
れ
た
条
例
で
あ
り
、

最
善
の
打
開
策
が
示
さ
れ
る

と
確
信
し
、
今
し
ば
ら
く
見

守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
格
差
社
会

一般新聞でも報道
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行
政
主
導
で
住
民
自
治
は
育
つ
の
か

緑
水
園
の
指
定
管
理
は
法
律
に
ふ
れ
な
い
か

住
民
に
参
加
の
義
務
を
課
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

町
長

法
令
等
に
抵
触
は
な
い

町
長

地
域
振
興
区

真
壁
容
子
議
員

指
定
管
理

赤
井
広
昇
議
員

行
政
主
導
の
住
民

組
織
が
、
本
当
に
住

民
に
役
立
つ
活
動
や
自
主
活

動
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る

の
か
、
多
く
の
住
民
か
ら
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

「
役
場
の
職
員
が
来
て
住
民

組
織
を
つ
く
れ
と
い
っ
て
も

住
民
自
治
は
育
つ
も
の
で
は

な
い
。
明
治
時
代
の
考
え
方

で
は
な
い
か
」
と
の
住
民
の

声
に
ど
う
応
え
る
の
か
問
う
。

先
の
議
会
答
弁
で
町
長
は「
地

域
振
興
協
議
会
に
入
る
こ
と

は
条
例
が
で
き
る
ま
で
は
任

意
だ
が
、
で
き
て
か
ら
は
任

意
で
な
い
」
と
い
っ
て
い
る

が
条
例
が
通
れ
ば
協
議
会
へ

の
参
加
が
義
務
に
な
る
の
か
。

協
議
会
へ
の
加
入
を
半
ば
強

制
的
に
と
り
く
む
こ
と
は
条

例
の
趣
旨
に
も
反
す
る
の
で

は
な
い
か
。
住
民
が
自
発
的

に
や
っ
て
い
る
と
い
う
が
、

行
政
の
肩
代
わ
り
を
さ
せ
て

い
く
中
身
だ
と
い
う
の
は
二

十
年
度
の
予
算
を
見
て
も
明

ら
か
だ
。
本
来
公
共
（
の
仕

事
）
に
住
民
が
参
加
す
る
と

い
う
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
自
発

的
行
為
に
よ
っ
て
だ
。
こ
れ

ら
を
育
て
て
い
く
と
い
う
の

南
部
町
の
公
の
施

設
、
緑
水
園
が
改
正

自
治
法
の
施
行
に
伴
い
現
在
、

南
部
町
地
域
振
興
会
の
指
定

管
理
で
町
長
が
理
事
長
と
な

り
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
民

法
第
一
〇
八
条
双
方
代
理
の

禁
止
、「
首
長
の
兼
業
禁
止

条
項
」
地
方
自
治
法
一
四
一

条
、
首
長
一
四
二
条
、
及
び

同
法
九
十
二
条
の
二
「
議
員

の
兼
業
禁
止
」
に
議
員
が
抵

触
し
な
い
と
す
る
根
拠
を
求

め
る
。

緑
水
園
の
理
事
等
利
害
関

係
に
あ
る
議
員
の
半
数
八
名

が
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
、
そ
の
議
員
が
除

斥
も
な
く
当
該
予
算
案
等
の

審
議
に
あ
た
る
こ
と
は
、
民

法
九
十
条
「
公
序
良
俗
に
反

す
る
行
為
」
に
も
あ
た
る
。

ま
た
一
般
社
会
通
念
上
、
不

合
理
と
思
う
が
問
題
な
い
と

す
る
根
拠
は
。

首
長
の
請
負
に
係

る
兼
業
禁
止
規
定
は
、

地
方
自
治
法
一
四
二
条
に
定

め
ら
れ
て
い
る
、
請
負
と
は
、

律
上
、
指
定
管
理
者
制
度
は

請
負
に
は
あ
た
ら
な
い
と
解

さ
れ
て
お
り
、
首
長
の
兼
業

の
禁
止
規
定
に
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

緑
水
園
の
運
営
主
体
の
財

団
法
人
地
域
振
興
会
は
、
町

が
出
資
し
て
設
立
し
、
そ
の

経
営
に
関
し
て
町
が
責
任
を

果
た
す
意
味
か
ら
理
事
長
を

町
長
と
し
、
副
理
事
長
に
議

長
、
専
務
理
事
に
副
町
長
を

は
じ
め
主
に
町
と
議
会
議
員

か
ら
な
る
十
名
の
理
事
会
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
指
定
管

理
者
は
、
地
方
公
共
団
体
の

広
く
地
方
公
共
団
体

に
対
し
て
物
件
、
労

力
を
供
給
す
る
契
約

を
指
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。
指
定
管
理
者

に
よ
る
公
の
施
設
の

管
理
は
、
議
会
の
議

決
を
得
た
う
え
で
、

地
方
公
共
団
体
に
代

わ
っ
て
行
う
も
の
で

あ
り
、
地
方
公
共
団

体
と
指
定
管
理
者
と

が
取
引
関
係
に
立
つ

も
の
で
は
な
く
、
法

指
定
と
い
う
行
政
行
為
に
基

づ
き
公
の
施
設
を
管
理
す
る

権
限
が
与
え
ら
れ
る
事
と
な

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と

指
定
管
理
者
と
の
関
係
は
私

法
上
の
契
約
関
係
で
な
く
常

務
理
事
へ
の
町
会
議
員
の
就

任
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。
ま
た

審
議
に
お
け
る
除
斥
に
つ
い

て
も
地
方
議
会
事
務
提
要
一

四
五
四
頁
に
あ
り
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

○
中
医
協
問
題
に
つ
い
て

○
人
口
対
策
と
増
収
対
策

で
あ
れ
ば
住
民
が
自
発
的
に

働
け
る
場
所
を
保
障
し
て
い

く
と
い
う
の
が
町
の
仕
事
で

は
な
い
か
。
行
政
が
区
割
り

を
決
め
、
そ
れ
を
任
意
の
住

民
組
織
に
統
括
さ
せ
る
と
こ

ろ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

町
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

お
し
つ
け
や
行
政

主
導
に
寄
る
一
方
的

な
誘
導
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
活
発
な
議
論
と

同
意
に
よ
っ
て
、
民
主
的
に

な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
住

民
自
治
本
来
の
姿
で
あ
る
住

民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
が

着
々
と
芽
生
え
て
き
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。「
振

興
協
議
会
」
は
任
意
組
織
と

し
て
提
言
し
た
が
条
例
で
認

め
ら
れ
た
の
で
条
例
上
の
組

織
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
協
議
会
へ
の
参
加
の
義

務
を
課
し
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
振
興
協

議
会
に
公
共
（
の
仕
事
）
の

一
部
で
も
町
と
協
働
し
て
や

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
こ
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
町
づ
く
り

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
副
町
長
）
条
例
は
町
づ
く

り
を
す
る
た
め
の
地
域
を
定

め
る
の
が
目
的
で
す
。
基
本

的
に
は
強
制
力
が
な
い
よ
う

な
こ
と
で
も
、
自
治
体
の
総

合
的
な
福
祉
の
増
進
と
か
地

域
づ
く
り
と
か
条
例
で
定
め

て
町
内
一
円
に
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
は
違
法
で
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
長
）
条
例
が
住
民

に
課
し
て
い
る
一
番
大
事
な

と
こ
ろ
は
第
三
条
（
振
興
区

が
お
こ
な
う
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
努
め
る
）
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
公
立
病
院

○
住
民
負
担

一般質問の詳細は、南部町立図書館において議会議事録をご覧下さい。

緑水園
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三
月
定
例
議
会
で
は
、
当

委
員
会
に
十
議
案
、
五
条
例

の
審
査
が
付
託
さ
れ
た
。

審
査
内
容
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
あ
っ
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

（
反
対
者
意
見
）

住
民
訴
訟
に
対
す
る
弁
護

士
費
用
を
予
備
費
充
用
し
て

い
る
点
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
激
変
緩
和
措
置
で
は
不
十

分
で
あ
る
点
。

（
賛
成
者
意
見
）

四
千
六
百
万
円
の
減
額
補

正
で
あ
り
、
支
出
抑
制
の
結

果
で
あ
る
。

＊
賛
成
多
数
で
承
認

◆
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
改
正
に
伴
う
条
例
整
備

＊
全
員
一
致
で
可
決

◆
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
条

例
の
改
正

（
反
対
者
意
見
）

中
山
間
地
で
は
対
象
外
に

な
る
可
能
性
も
。
ま
た
、
一

部
損
壊
を
対
象
外
に
す
る
こ

と
は
、
制
度
の
低
下
。

（
賛
成
者
意
見
）

国
の
制
度
整
備
に
伴
い
、

こ
の
条
例
で
も
従
来
の
範
囲

を
網
羅
で
き
る
。

＊
賛
成
多
数
で
可
決

◆
特
別
会
計
条
例
の
改
正

（
反
対
者
意
見
）

簡
易
水
道
会
計
を
廃
止
し

た
こ
と
と
、
後
期
高
齢
者
特

別
会
計
を
加
え
た
こ
と
。
後

期
高
齢
者
は
制
度
自
体
の
凍

結
を
求
め
て
い
る
。

（
賛
成
者
意
見
）

簡
易
水
道
に
関
し
て
は
、

問
題
点
も
あ
る
が
町
内
を
統

合
す
る
こ
と
か
ら
必
要
な
事

項
で
あ
る
と
考
え
る
。

＊
賛
成
多
数
で
可
決

◆
町
営
バ
ス
管
理
運
行
条
例

の
制
定

（
反
対
者
意
見
）

住
民
が
望
ん
で
い
な
い
路

線
。
利
用
料
金
は
条
例
の
中

で
金
額
を
定
め
る
べ
き
。

（
賛
成
者
意
見
）

法
改
正
に
よ
り
今
の
ま
ま

で
は
運
行
で
き
な
い
の
で
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
議
会
で

も
注
視
し
て
い
け
ば
よ
い
の

で
は
。

＊
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

（
反
対
者
意
見
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

導
入
に
よ
り
十
期
の
分
割
が

八
期
に
な
る
と
い
う
の
は
問

題
で
あ
る
。
特
別
徴
収
に
も

賛
成
で
き
な
い
。

（
賛
成
者
意
見
）

分
割
回
数
が
減
る
の
は
、

業
務
が
集
中
す
る
時
期
に
は

処
理
が
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
事
故
防
止
の
た

め
に
も
止
む
を
得
な
い
。

＊
賛
成
多
数
で
可
決

◆
南
部
町
教
育
の
日
条
例
の

制
定

＊
全
員
一
致
で
可
決

◆
町
立
学
校
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
改
正

＊
全
員
一
致
で
可
決

◆
南
部
町
が
ん
ば
れ
ふ
る
さ

と
寄
付
条
例
の
制
定

＊
全
員
一
致
で
可
決

◆
平
成
二
〇
年
度
一
般
会
計

予
算

（
反
対
者
意
見
）

地
域
振
興
基
金
と
し
て
基

金
を
積
み
立
て
る
の
は
良
い

が
、
借
金
が
あ
る
の
に
、
今

ま
た
借
金
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
を
住
民
に
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
他
に
地
域
振
興
協
議
会
の

職
員
派
遣
、
行
財
政
改
革
の

内
容
な
ど
に
も
反
対
で
あ
る
。

（
賛
成
者
意
見
）

教
育
施
設
の
充
実
は
以
前

か
ら
議
会
要
望
を
出
し
て
お

り
、
評
価
で
き
る
予
算
で
あ

る
。
地
域
振
興
協
議
会
の
予

算
配
分
も
評
価
で
き
る
。

＊
賛
成
多
数
で
承
認

◆
島
根
原
子
力
発
電
所
の
断

層
調
査
と
耐
震
基
準
の
見

直
し
、
及
び
原
子
力
に
依

存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
を
求
め
る
陳
情

書
＊
賛
成
少
数
で
不
採
択

◆
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決

に
向
け
た
協
議
の
開
始
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

＊
賛
成
少
数
で
不
採
択

そ
の
他
の
三
件
の
陳
情
に

つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
し

た
。当

委
員
会
に
付
託
を
受
け

た
議
案
は
二
十
件
、
陳
情
は

六
件
で
あ
っ
た
。

議
案
第
五
号

平
成
十
九

年
度
南
部
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
連
合
審
査
）
に
つ
い

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
シ

ス
テ
ム
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
激
変
緩
和
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
と
の
意
見
が

多
数
で
あ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

議
案
第
六
号

平
成
十
九

年
度
南
部
町
国
民
健
康
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
し
た
。

議
案
第
七
号

平
成
十
九

年
度
南
部
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
制
度
そ
の
も
の
に

つ
い
て
反
対
と
の
意
見
も
あ

っ
た
が
、
成
果
も
少
し
ず
つ

上
が
っ
て
お
り
、
回
収
努
力

を
認
め
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
十
二
号

平
成
十

九
年
度
南
部
町
墓
苑
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

議
案
第
十
四
号

南
部
町

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
全
員
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

議
案
第
二
十
二
号

南
部

町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

七
十
五
歳
で
別
扱
い
の
医
療

制
度
で
あ
り
不
安
感
も
与
え

て
い
る
た
め
に
反
対
。
若
年

層
の
負
担
軽
減
、
保
険
制
度

を
守
る
た
め
必
要
で
あ
る
と

の
多
数
意
見
が
あ
り
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

議
案
第
二
十
三
号

南
部

町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
で
可
決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
二
十
四
号

南
部

町
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

議
案
第
二
十
五
号

南
部

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

議
案
第
二
十
六
号

南
部

町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
し
尿
の
料
金
に

つ
い
て
原
油
高
騰
分
に
つ
い

て
十
八
r
に
つ
き
二
十
円
の

値
上
げ
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

議
案
第
三
十
二
号

南
部

町
病
院
事
業
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
四
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
一
般
会
計

予
算
（
連
合
審
査
）
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
の
繰
出

金
、
人
権
施
策
等
に
つ
い
て

反
対
意
見
が
あ
っ
た
が
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
五
号

南
部

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
六
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
老
人
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
七
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
住
宅
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
、
賛
成
多
数
に
よ
り
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四
月
三
十
日
、
ガ
ソ
リ
ン
税

な
ど
の
暫
定
税
率
を
復
活
す
る

法
案
が
与
党
の
二
／
三
以
上
の

賛
成
多
数
で
再
可
決
さ
れ
た
。

税
制
関
連
法
は
衆
議
院
で
可

決
後
、
参
議
院
に
送
ら
れ
て
か

ら
六
十
日
た
っ
て
も
議
決
さ
れ

ず
憲
法
の
規
定
に
よ
り
再
び
衆

議
院
に
送
ら
れ
決
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
賛
否
す
ら
決
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
参
議
院
は
自

ら
の
存
在
を
否
定
す
る
に
等
し

い
行
動
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

法
案
の
再
可
決
に
つ
い
て
、

全
国
都
道
府
県
知
事
の
九
割
に

近
い
四
十
二
名
が
評
価
の
姿
勢

を
示
し
た
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
あ
る
。

民
主
党
を
は
じ
め
野
党
は
、

首
相
に
対
し
て
の
問
責
決
議
案

の
参
議
院
の
提
出
に
明
確
な
行

動
を
示
し
て
い
な
い
。
問
責
決

議
に
は
、
何
ら
法
的
な
根
拠
が

な
く
無
視
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
終

わ
り
と
言
わ
れ
て
お
り
、
審
議

拒
否
を
貫
い
て
内
閣
総
辞
職
や
、

解
散
・
総
選
挙
に
追
い
こ
ん
で

い
く
す
じ
が
き
が
描
き
き
れ
な

い
の
だ
ろ
う
。

福
田
首
相
は
道
路
特
定
財
源

を
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
一
般
財

源
化
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、

政
府
は
四
月
三
十
日
に
税
制
抜

本
改
革
に
向
け
税
制
調
査
会
で

の
検
討
に
着
手
す
る
方
針
を
固

め
、
六
月
に
ま
と
め
る
「
経
済

財
政
改
革
の
基
本
方
針
」
に
一

般
財
源
化
の
具
体
案
を
盛
り
込

む
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

「
ね
じ
れ
国
会
」
で
必
用
な

の
は
、
強
硬
採
決
・
審
議
拒
否

と
い
っ
た
姿
勢
、
行
動
で
は
な

く
十
分
な
審
議
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

3月定例議会委員会報告●

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

議
案
第
四
十
二
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

議
案
第
四
十
三
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
墓
苑
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
と

決
し
た
。

議
案
第
四
十
四
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
制
度
そ
の
も
の
に
つ

い
て
反
対
と
す
る
意
見
が
あ

っ
た
が
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
四
十
六
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
病
院
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

議
案
第
四
十
七
号

平
成

二
十
年
度
南
部
町
在
宅
生
活

支
援
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

陳
情
第
二
十
五
号

介
護

療
養
病
床
廃
止
。
医
療
療
養

病
床
削
減
計
画
中
止
の
意
見

書
採
択
等
を
求
め
る
陳
情
書

に
つ
い
て
、
全
員
一
致
で
継

続
審
査
に
す
べ
き
と
決
し
た
。

陳
情
第
二
十
八
号

後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・

撤
回
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い

て
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

陳
情
第
二
十
九
号

後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・

撤
回
に
関
す
る
陳
情
書
面
に

つ
い
て
、
重
大
な
誤
り
が
あ

り
多
数
意
見
に
よ
り
審
議
未

了
と
し
た
。

陳
情
第
三
十
号

後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤

回
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
、

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

陳
情
第
三
十
二
号

介
護

保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
継

続
の
お
願
い
に
つ
い
て
、
広

域
連
合
に
お
い
て
す
で
に
議

決
さ
れ
て
お
り
、
陳
情
者
に

内
容
を
説
明
し
多
数
意
見
に

よ
り
審
議
未
了
と
し
た
。

陳
情
第
三
号

現
行
保
育

制
度
の
堅
持
、
拡
充
、
保
育
、

学
童
保
育
、
子
育
て
支
援
施

策
の
推
進
に
関
わ
る
国
の
予

算
の
大
幅
増
額
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
陳
情
書
に
つ
い

て
、
全
員
一
致
で
趣
旨
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け

た
案
件
は
、
議
案
十
八
件
、

陳
情
二
件
で
あ
つ
た
。

議
案
第
五
号

平
成
十
九

年
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、事
業
実
績
に
伴
う
も
の

で
減
額
の
補
正
で
あ
り
全
員

一
致
可
決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
八
号

平
成
十
九

年
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
諸
木

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
間
送
水
管
付

設
工
事
が
主
で
あ
り
全
員
一

致
可
決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
九
号

平
成
十
九

年
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

加
入
金
引
き
下
げ
の
意
見
が

あ
っ
た
が
可
決
す
べ
き
と
決

し
た
。

議
案
第
十
号

平
成
十
九

年
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
事

業
実
績
に
伴
う
も
の
で
あ
り

全
員
一
致
可
決
す
べ
き
と
決

し
た
。

議
案
第
十
一
号

平
成
十

九
年
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

み
の
り
の
里
の
事
業
実
績
を

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
全

員
一
致
可
決
す
べ
き
と
決
し

た
。議

案
第
十
三
号

平
成
十

九
年
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
、
給
水
不
足
時

に
米
子
市
か
ら
の
受
水
料
金

が
主
で
あ
り
全
員
一
致
可
決

す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
二
十
七
号

肉
牛

特
別
導
入
事
業
基
金
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て
、
全
員
一
致

可
決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
二
十
八
号

上
水

道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

内
容
は
簡
易
水
道
の
池
野
、

鶴
田
を
除
く
会
見
地
区
と
馬

佐
良
区
を
上
水
道
会
計
に
統

合
し
、
使
用
料
金
は
現
行
通

り
で
、
西
伯
区
は
馬
佐
良
の

み
を
入
れ
、
会
計
だ
け
併
せ

る
こ
と
に
反
対
が
あ
っ
た
が

可
決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
二
十
九
号

簡
易

水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
公
営
企
業
の
全

部
適
用
に
な
り
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
は
出
来
な
く
な

り
将
来
料
金
の
値
上
げ
の
心

配
で
反
対
が
あ
っ
た
が
可
決

す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
号

簡
易
水

道
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
全
員
一
致
可
決
す

べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
一
号

町
営

住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
全
員
一
致
可
決
す
べ

き
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
三
号

町
道

の
認
定
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
可
決
す
べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
四
号

平
成

二
十
年
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
緑
水
園
に
無
利
子
で

貸
付
金
（
二
千
二
百
万
円
）

を
出
す
こ
と
、
ジ
ゲ
の
道
づ

く
り
事
業
は
町
の
す
べ
き
仕

事
の
放
棄
で
あ
る
、
緑
水
園

の
貸
付
金
は
以
前
の
基
金
で

あ
り
、
ジ
ゲ
の
道
は
す
べ
き

で
あ
る
の
賛
否
で
採
決
の
結

果
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
八
号

平
成

二
十
年
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

加
入
金
の
均
一
を
す
べ
き
意

見
が
あ
っ
た
が
可
決
す
べ
き

と
決
し
た
。

議
案
第
三
十
九
号

建
設

残
土
処
分
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
、
全
員
一
致
可
決
す

べ
き
と
決
し
た
。

議
案
第
四
十
号

平
成
二

十
年
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
意
見

が
あ
っ
た
が
可
決
す
べ
き
と

決
し
た
。

議
案
第
四
十
一
号

平
成

二
十
年
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
意

見
が
あ
っ
た
が
可
決
す
べ
き

と
決
し
た
。

議
案
第
四
十
五
号

水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

意
見
が
あ
っ
た
が
可
決
す
べ

き
と
決
し
た
。

陳
情
第
一
号

鳥
獣
被
害

防
止
特
措
法
関
連
予
算
を
、

鳥
獣
捕
殺
で
な
く
自
然
林
復

元
と
被
害
防
除
に
使
う
こ
と

等
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
は
趣
旨
採
択
と

決
し
た
。

陳
情
第
二
号

道
路
特
定

財
源
の
一
般
財
源
化
お
よ
び

暫
定
税
率
の
廃
止
に
つ
い
て

継
続
と
決
し
た
。（
本
会
議
に

お
い
て
は
不
採
択
と
な
っ
た
）
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